
                       議 第 ６ ８ 号  

                        令和６年１１月１８日提出 

 

 

熊本市指定有形文化財の指定について 

 

「石造仁王像（１対）」を熊本市指定有形文化財に指定したいので議決を求め

る。 

 

      

 

                     熊本市教育長 遠藤 洋路 

 

 

（提出理由） 

 熊本市文化財保護条例（昭和４２年３月２７日条例第１９号）第３条第１

項の規定及び熊本市教育委員会教育長事務委任等規則（昭和２７年１１月１

４日教育委員会規則第６号）第１条第１１号の規定に基づき熊本市指定有形

文化財に指定するものである。 

 これがこの議案を提出する理由である。 
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指定区分

ふりがな

町指定年
月日

備考

資料NO

名称

員数

所有者

市指定有形文化財への申請一覧

所在地

種別

1

有形文化財

なし

熊本地震により倒壊し、一部破損した。指定後、平成28年熊本地震被災文化財等復旧復興基
金を用いて復旧予定。

美術工芸品（彫刻）

石造仁王像（１対）

せきぞうにおうぞう（いっつい）

１対（２躰）

熊本市西区花園４丁目１３－１

宗教法人本妙寺
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熊本市文化財保護委員会における答申 

（文化財の市指定有形文化財新規指定について） 

開催日時 令和６年(２０２４年)１０月３０日（水）９時００分開催 

 

石造
せきぞう

仁王像
におうぞう

（１対） 

本妙寺参道の胸突
むなつき

雁木
が ん ぎ

の東側、大本堂前の階段左右に並び立つ１対の石造

仁王像である。この仁王像は近世に西区島崎で活躍した島崎石工による作品

であり、中央区坪井の商人らによって弘化
こ う か

４年（１８４７年）に本妙寺に奉

納されたことが銘文から確認できる。本像最大の特徴は背中に観音像が彫り

込まれていることで、島崎石工による仁王像は数例確認されるが、本像の様

に背中に観音像を彫り込むものはほかに例が無い。仏を背負うという特徴か

ら、足腰のけがや病気に御利益があるとして履物が奉納されるなど、現在も

信仰を集めている。また、多くの仁王像が廃仏
はいぶつ

毀釈
きしゃく

などのために移設を余儀

なくされる中、原位置を保っていることは貴重である。 

以上のように、石造仁王像は島崎石工による作例で、現在も信仰の対象と

なっている貴重な文化財であり、熊本市指定有形文化財に指定するのが妥当

である。 
   

 

 

 

（諮問概要） 

平成 28年熊本地震で被害を受けた未指定文化財のうち、後世に残すべき価値

のある文化財について、新たに市指定文化財の指定を申請するものである。 
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石像仁王像(本妙寺参道)

吽形像側面 吽形像背中の観音像
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石像仁王像(本妙寺参道)

石組の倒壊状況
（スリッパは奉納物）

阿形像倒壊状況
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令和６年１０月３０日 

 

 

熊本市教育委員会  様  

 

 

                 住所  熊本市西区花園４丁目１３－１  

氏名  宗教法人本妙寺  
   代表役員  池上  正示  

 

 

文化財の熊本市指定について（申請） 

 

 

このことについて、私どもの所有する文化財を熊本市有形文化財(美術工芸品)に指定くださ

るよう、別添書類を添えて申請します。 
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規則様式第 1号 

令和６年１０月３０日  

  

熊本市教育委員会  様  

                 住所  熊本市西区花園４丁目１３－１  

氏名  宗教法人本妙寺  
   代表役員  池上  正示  

       

   

私の所有する下記文化財を熊本市文化財保護条例第３条の規定により、熊本市

指定有形文化財 (美術工芸品 )に指定されることに同意します。  

記  

 1 種別  

      有形文化財  (美術工芸品  彫刻 ) 

2 名称     

      石造仁王像（1対) 
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分 類 有形文化財 種 類 美術工芸品（彫刻） 

名
ふり

 称
がな

  石造
せきぞう

仁王像
におうぞう

 

員 数  1対 

所在地 熊本県熊本市西区花園４丁目１３－１ 

所有者 
 住所 熊本県熊本市西区花園４丁目１３－１ 

 氏名 宗教法人本妙寺  

管 理 

責任者 

 住所 熊本県熊本市西区花園４丁目１３－１ 

 氏名 宗教法人本妙寺 

文書の年代 

または時代 
 弘化４年（１８４７年） 

指定申請の理

由 

本妙寺仁王門をくぐり胸突雁木に向かって参道を約３００ｍ進んだ位置に数

段の石段があり、その両側に鎮座している一対の石造仁王像である。仁王像は安

山岩製で阿形像、吽形像共に高さ約 2ｍで、石積みの上に基壇を設け、その上に

立っている。 

本像最大の特徴は背中に観音像が彫り込まれていることである。島崎の石工に

よる仁王像は熊本市内で数例が知られているが、本像の様に背中に観音像が彫り

込まれている例はほかにない。仁王の読みは「荷負う」に繋がることから、仁王

像は日本中で古くから足腰のけがや病気に対して御利益のあるものと考えられ

てきた。本像はまさに仏を背負っており、建立以降は県外からも多くの人々が参

拝に訪れ、古くは草鞋が、現在ではスリッパなどの履物が奉納されてきた。信仰

の証拠として、仁王像の周りには慶応 4 年（1868 年）に新魚屋町米屋から奉

納された灯籠、昭和 5 年（1930 年）に奉納された蝋燭立てがあるほか、昭和

11 年（1936 年）に仁王前の階段及び基壇前の植栽区画が造成、昭和６３年

（1988年）に旗立てが奉納されるなど、多くの信仰の痕跡を確認できる。 

この仁王像は台座の銘文によると島崎の石工棟梁團次のもと、石工喜十郎と大

作によって作られ、弘化４年に熊本壷井の商人らによって奉納されたことや、銘

文からは加藤清正を信仰して本妙寺に奉納されたことが見て取れる。また、明治

24年（1891年）の小泉八雲の手記（『島根九州だより』）や明治期以降の古写

真で現在と同位置にあることが確認でき、奉納当時からの原位置を保っているも

のと考えられる。市内に現存する仁王像の多くは廃仏毀釈などを通して移設され

たものが多く、原位置を保っていることは貴重である。  

 以上のように、本妙寺の石造仁王像は島崎石工の作による貴重な仁王像で、現

在も信仰の対象にもなっている貴重な文化財であり熊本市指定文化財に指定す

べきと考える。 

その他 

平成 28年熊本地震によって 2躰ともき損した。特に吽形は首や手足が折れるな

どの被害があった。指定後に熊本県被災文化財等復旧復興基金を用いて修復を予

定している。 
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阿形基壇銘文 

最上部基壇正面 

 

最上部基壇裏面 

 

 

 

 

 

最上部基壇右側 

 

 

 

 

 

 

二段目基礎石右側 

 

 

 

 

 

 

 

吽形基壇銘文 

最上段基壇正面 

 

最上段基壇左面 

 

 

 

 

 

最上段基壇裏面 
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